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業
務
紹
介

▼
総
合
相
談
・
支
援　
介
護
、
福

祉
な
ど
の
悩
み
や
相
談
に
、
専

門
職
が
対
応
し
、
問
題
解
決
の

た
め
の
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

▼
権
利
擁
護　
安
心
し
て
暮
ら
す

た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
権
利
を

守
る
こ
と
に
努
め
て
い
ま
す
。

成
年
後
見
制
度
の
紹
介
や
、
虐

待
の
相
談
や
早
期
発
見
・
防
止

な
ど
の
対
応
、
消
費
者
被
害
に

対
応
し
ま
す
。

▼
介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト　

自
立
し
た
生
活
が
送
れ
る
よ
う

に
、
健
康
づ
く
り
や
介
護
予
防

の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。
要
支

援
に
認
定
さ
れ
た
方
や
、
事
業

対
象
者
と
判
定
さ
れ
た
方
の
ケ

ア
プ
ラ
ン
を
作
成
し
、
介
護
予

防
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
調
整
を
行
い
ま
す
。

▼
包
括
的
・
継
続
的
ケ
ア
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト　
皆
さ
ん
を
支
え
る
地

域
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
支
援

や
、
よ
り
暮
ら
し
や
す
い
地
域

に
す
る
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り
に
努
め
て
い
ま
す
。

担
当
地
域

本
庄
西
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

本
庄
市
社
会
福
祉
協
議
会

所
在　
本
庄
市
銀
座
１-

１-

１

　
☎
22-

７
０
８
８

本
庄
西
地
域　
千
代
田
・
若
泉
・

中
央
・
銀
座
・
小
島
南
・
小

島
・
万
年
寺
・
下
野
堂
・(

照

若
町)

・
都
島
・
山
王
堂
・
沼

和
田
・
杉
山
・
新
井

本
庄
東
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

安
誠
園

所
在　
本
庄
市
小
和
瀬
１
６
６
６　
　

　
☎
22-

６
２
６
２

本
庄
東
地
域　
本
庄
・
東
台
・
日

の
出・寿・朝
日
町・（
台
町
）・（
諏

訪
町
）・（
本
町
）・鵜
森・傍
示
堂・

牧
西
・
小
和
瀬
・
宮
戸
・
堀
田
・

滝
瀬
・
仁
手
・
下
仁
手
・
久
々
宇
・

田
中
・
上
仁
手

本
庄
南
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

シ
ャ
ロ
ー
ム

所
在　
本
庄
市
今
井
１
２
５
１-

１　
☎
23-

９
５
８
０

本
庄
南
地
域　
南
・
前
原
・
柏
・

栄
・
駅
南
・
け
や
木
・
見
福
・

緑
・
五
十
子
・
四
季
の
里
・
早

稲
田
の
杜
・
北
堀
・
栗
崎
・
西

五
十
子
・
東
五
十
子
・
東
富

田
・
西
富
田
・
四
方
田
・
今

井
・
共
栄
・
い
ま
い
台

児
玉
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

所
在　
本
庄
市
児
玉
町
金
屋
１
３

　
０
２-

１　
☎
73-

１
５
４
５

児
玉
地
域
全
域

※
（　
）
は
、
通
称
名
地
区
で
す
。

認
知
症
の
方
を
地
域
で
支

え
る
取
り
組
み

認
知
症
に
な
っ
て
も
、
住
み

慣
れ
た
環
境
で
暮
ら
し
続

け
る
こ
と
が
で
き
る
地
域
づ
く
り

に
は
、
地
域
全
体
が
認
知
症
に
対

す
る
関
心
を
高
め
、
正
し
く
理
解

し
、
支
え
合
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

〇
認
知
症
家
族
の
会
本
庄　

　
認
知
症
の
方
を
介
護
す
る
家
族

が
集
ま
り
、
思
い
を
語
り
合
う
会

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
認
知
症
の

方
を
介
護
さ
れ
て
い
る
ご
家
族
同

士
だ
か
ら
こ
そ
、
分
か
り
合
え
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
日
頃
の
思
い

を
語
り
合
い
、
介
護
の
ヒ
ン
ト
と

安
心
感
を
得
ら
れ
る
場
と
し
て
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

〇
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ（
認
知
症
カ
フ
ェ
）　　
　

　
市
内
に
６
か
所
あ
り
、
認
知
症

に
な
っ
て
も
、
で
き
る
限
り
住
み

慣
れ
た
地
域
で
、
暮
ら
し
続
け
ら

れ
る
よ
う
、
認
知
症
の
方
や
ご
家

族
を
は
じ
め
、
ど
な
た
で
も
気
軽

に
集
う
こ
と
が
で
き
る
場
で
す
。

〇
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　

認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
、
認

知
症
の
人
や
家
族
を
暖
か
く
見
守

る
「
応
援
者
」
と
な
る
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
を
養
成
す
る
講
座
で
す
。

〇
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
講
座　

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
活

動
し
て
み
た
い
、
認
知
症
の
人
や
そ

の
家
族
へ
の
声
か
け
や
見
守
り
に
つ

い
て
の
知
識
を
身
に
つ
け
た
い
と
い

う
方
の
た
め
の
講
座
で
す
。

※
詳
し
く
は
各
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
又
は
介
護
保
険
課
へ
。

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
配
置
し
て
い
ま
す

高
齢
者
の
方
が
介
護
が
必
要

な
状
態
に
な
っ
て
も
、
住

み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続
け
る

た
め
に
は
、
医
療
、
介
護
の
サ
ー

ビ
ス
だ
け
で
な
く
、
地
域
に
お
け

る
生
活
支
援
や
介
護
予
防
の
サ
ー

ビ
ス
（
生
活
支
援
等
サ
ー
ビ
ス
）

が
必
要
で
す
。

　
市
で
は
、
生
活
支
援
等
サ
ー
ビ

ス
の
体
制
を
整
備
す
る
た
め
、
市

全
域
を
単
位
と
す
る
「
生
活
支
援

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
地
域
支
え

合
い
推
進
員
）
」
を
１
名
、
ま
た
、

日
常
生
活
圏
域
を
活
動
範
囲
と
す

る
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
４
か

所
に
１
名
ず
つ
、
合
計
５
名
の
生

活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配

置
し
て
い
ま
す
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
～
地
域
の
高
齢
者
の
身
近
な
相
談
窓
口
～

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ

う
に
、
介
護
・
福
祉
・
健
康
・
医
療
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。　

★
介
護
保
険
課
☎
25-

１
７
２
２

★保険課25-１２４５

後期高齢者医療制度で
医療を受けている皆さんへ

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険

者
証
が
８
月
１
日
に
更
新

さ
れ
ま
す

　
新
し
い
後
期
高
齢
者
医
療
被
保

険
者
証
（
以
下
『
保
険
証
』
と
い

う
）
を
７
月
中
旬
に
特
定
記
録
郵

便
で
送
り
ま
す
。
７
月
下
旬
ま
で

に
届
か
な
い
場
合
は
、
保
険
課
へ

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。
古
い
保

険
証
は
、
記
載
内
容
が
わ
か
ら
な

い
よ
う
に
ご
自
身
で
処
分
し
て
く

だ
さ
い
。

医
療
機
関
で
の
窓
口
負
担

割
合
が
見
直
さ
れ
ま
す

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保

険
者
が
、
医
療
機
関
で
受
診
す
る

際
の
自
己
負
担
割
合
は
、
前
年
中

の
所
得
等
を
も
と
に
判
定
を
行
い

ま
す
。
負
担
割
合
は
、
新
し
い
保

険
証
に
記
載
し
て
あ
り
ま
す
の
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

申
請
に
よ
り
窓
口
負
担
の

限
度
額
が
適
用
さ
れ
ま
す

①
被
保
険
者
が
住
民
税
非
課
税
世

帯
（
世
帯
全
員
が
所
得
申
告
済

み
で
住
民
税
非
課
税
の
世
帯)

の
方

　
申
請
に
よ
り
医
療
機
関
で
の
支

払
い
が
負
担
区
分
に
応
じ
た
金
額

ま
で
と
な
る
限
度
額
適
用
・
標
準

負
担
額
減
額
認
定
証
を
発
行
し
て

い
ま
す
。

　
前
年
度
に
認
定
証
を
発
行
さ
れ

て
い
る
方
で
、
今
年
度
も
非
課
税

世
帯
の
方
に
は
新
し
い
認
定
証
を

７
月
下
旬
に
送
り
ま
す
。

②
自
己
負
担
割
合
が
３
割
の
方
で
、

課
税
所
得
が
６
９
０
万
円
未
満

(

本
人
及
び
同
じ
世
帯
に
い
る

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保

険
者
の
課
税
所
得
合
計
）
の
方

　
申
請
に
よ
り
医
療
機
関
で
の
支

払
い
が
負
担
区
分
に
応
じ
た
金
額

ま
で
と
な
る
限
度
額
適
用
認
定
証

を
発
行
し
て
い
ま
す
。

　
前
年
度
に
認
定
証
を
発
行
さ
れ

て
い
る
方
で
、
今
年
度
も
課
税
所

得
が
６
９
０
万
円
未
満
の
方
に
は

新
し
い
認
定
証
を
７
月
下
旬
に
送

り
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

の
均
等
割
額
の
軽
減

　
保
険
料
の
均
等
割
額
軽
減
割
合

に
つ
い
て
、
令
和
元
年
度
か
ら
段

階
的
に
軽
減
特
例
措
置
が
縮
小
・

廃
止
さ
れ
、
今
年
度
は
、
８
・
５

割
軽
減
の
対
象
者
は
７
・
75
割
軽

減
に
、
８
割
軽
減
の
対
象
者
は
７

割
軽
減
に
変
わ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
７
月
中
旬
に
送
付
す
る
保
険
料

額
決
定
通
知
書
等
に
同
封
の
「
保

険
料
の
し
お
り
」
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者

で
あ
っ
た
方
の
軽
減

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保

険
者
と
な
る
前
日
に
被
用
者
保
険

の
被
扶
養
者
で
あ
っ
た
被
保
険
者

は
、
所
得
割
額
が
か
か
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
均
等
割
額
は
、
制
度
の

見
直
し
に
よ
り
令
和
元
年
度
以
降

は
制
度
加
入
後
、
２
年
間
に
限
り

５
割
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
所
得
の
少
な
い
方
に
対

す
る
均
等
割
額
の
軽
減
に
も
該
当

す
る
場
合
、
軽
減
割
合
の
大
き
い

方
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

保
険
料
の
納
め
方

　
保
険
料
額
決
定
通
知
書
等
が
届

い
た
ら
、
同
封
の
「
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
の
納
付
に
つ
い
て
」

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

保
険
料
の
減
免

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
、
主
た
る
生
計
維

持
者
（
世
帯
主
等
）
が
死
亡
又
は

重
篤
な
傷
病
を
負
っ
た
場
合
や
、

収
入
が
減
少
し
た
場
合
に
、
同
じ

世
帯
の
被
保
険
者
の
保
険
料
を
減

免
し
ま
す
。

傷
病
手
当
金

　
給
与
等
の
支
払
い
を
受
け
て
い

る
方
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
感
染
し
た
又
は
発
熱
等

の
症
状
が
あ
り
感
染
が
疑
わ
れ
、

そ
の
療
養
の
た
め
に
勤
務
す
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
期
間
が
あ
っ

た
場
合
、
傷
病
手
当
金
を
支
給
し

ま
す
。
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